
６月 11日(火)、中丹管内の小・中学校、府立高等学校の生徒指導担当教員
を対象に、下記の(1)～(3)を会議の目的として心の教育充実会議（生徒指導
連絡協議会）を開催いたしました。 
(1) 中丹管内における生徒指導の状況と課題を把握する。 
(2) 児童生徒理解（アセスメント）に基づいた適切な指導・支援について 

理解を深める。 
(3) 問題行動や不登校等生徒指導上の諸課題の未然防止と適切な対応に向

けて、生徒指導担当教員として求められる役割や各校の取組について交
流・協議することで、自校の生徒指導体制の充実につなげる。 

 
講演 「特別支援教育と生徒指導～支援を要する
児童生徒の理解と具体的な指導～」 

児童生徒の課題や状態、手立てを特別支援教育
の視点で捉えるポイントやそれぞれの発達障害の特
徴とより良い支援方法など、具体的事例を基にお話
しいただき、多くの学びや気付きがありました。 
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令和６年７月 18日 

課題提起  「児童生徒理解」、
「アセスメント（BPSモデル）」、
「チーム支援」について生徒指
導提要を基に確認し、特に多様
な背景を持つ児童生徒への指
導の充実に向けて、特別支援教
育の視点が重要であることを
提起しました。 
 

研究協議  講演を聴いての
気付きや感想を交流した後
に、「自校の気になる生徒に
ついて、適切な見立てから
手立てにつなげるために取
り組むことを具体的に考え
る」という協議の柱に沿っ
て、学びを深めました。 

参加者の振り返り  
◇生徒指導の充実に向けて、医療的な側面からのアプローチが手薄になっていることに気 
が付いた。心理面からのアプローチと同様に、医療的なアプローチを積極的に行いたい。 
そして、支援の行きつく先は「合理的配慮」であると感じたので学校全体で合理的配慮 
について協議する機会を持ちたい。 

◇自校における不登校児童のアセスメントを再度見直したい。特別支援の視点を大切に、
子どもの困り感や特性を的確に見取り、対応していく。夏季の校内研等では、特別支援
教育部と連携し、特別支援教育と不登校とのつながりについて学ぶ機会を設けたい。 


